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宇治丘陵における前期更新世扇状地の形成過程*

城陽磯層研究グループ**

Sedimentary process of the Early Pleistocene 

alluvial fans in the Uji Hills， central Japan. 

Joyo Gravel Research Group 

Abstract Fluvial facies of the lowermost to lower early Pleistocene Osaka Group distributed 

in the southern part of the Uji Hills was investigated， and the lobe wandering model of 

alluvial fan system is discussed. 

The surveyed area is situated at the margin of the sedimentary basin of the OsakaGroup. 

The fluvial sediments were formed by the Paleo-Seta river which ran through the mourト

tainous ranges from the Kobiwako sedimentary basin， northeast of the surveyed area (Iida， 

1980). These sediments are stratigraphically divided into Aodani clay and gravel， Myojogahara 

sand， Joyo gravel 1， Hase clay， and lower， middle and upper partof Joyo gravel IImembers 

in ascending order. 

Six sedimentary facies are distinguished in the sequence of the surveyed area. They are 

talus deposits (Facies 1)， alluvial cone gravels (Facies 2)， intramountainous swamp silts 

(Facies 3)， braidod river sands and gravels with meandering channel-fill sediments (Facies 

4)， sheet flood gravels and sands of tho typical braided river systems on the midfan 

(Facies 5)， and backmarsh silts and inverse-graded fine-grained sands (Facies 6). Among 

them， Facies 1， 2 and 3， which are the Aodani clay and gravel member， are considered to 

represent intramountainous small sedimentary basins. Facies 4， 5 and 6 represent 

large-scale alluvial fan systems formed by the Paleo-Seta river. As a result， three cycles 

of major coarsening upward sequence up to 50 to 80 meters thick， composed of Facies 4 

and 5 in ascending order， are recognized in the sediments of the surveyed area. It is con-

sidered that this vertical facies change provides a good sedimentary model of the lobe 

sequence of an intramountain-basin which started from swamp or pond deposition and 

grew into a majada fan lobe. 
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I はじめに

近畿地方の丘陵地を構成する大阪層群は，広域に対比

される福田火山灰属およびアズキ火山灰層によって，最

下部，下部，上部に区分されている(市原ほか， 1991) 

そのうち，最下部から下部の下半部には磯層の卓越する

河川成の堆積物が発達し山間盆地から河口付近に至る

までの多くの堆積相がみられる.すなわち，最も北側の

宇治五陵では任倒的に磯層が卓越し細粒堆積物をほと

んど挟まないのに対して，その南西側の京阪奈丘陵では

しばしば粘土層が挟まれ始め，さらにその南側の奈良盆

地朗辺や泉南・泉北地域では砂粘土互層が卓越してく

る.このような岩相の鶴方変化は上流から下流への同)11

形態の変化，すなわち，磯質網状河川(蔵状地)から砂
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質網状あるいは低曲率河川(沖積平野)をへて蛇行河川

(臨海沖積平野)に至るという変化と対応させて考える

ことができる.

筆者らは， この数年来， これらの諸地域のうち宇治丘

陵の堆積相の届序的・空間的変化の調査を進めてきた.

調査地域の宇治丘陵は，古琵琶湖層群の堆積盆から流れ

でた古瀬田川(中)11. 1975)が基盤山地の中を南

西に流れてきて，大阪層群堆積盆地において扇状地を形

成した場(飯田， 1980)にあたっている(第 l図).この

扇状地は西端を段丘堆積物および木津川の沖積層におお

われるため，直接地層の分布を確認できる範囲としては

扇長 5krn程で、ある.しかし沖積平野の間側の京阪奈丘

陵北部にも向層準の牒層・砂層・粘土層からなるロー

アーファン~河川成の堆積物が分布しており，ここを含

めると，扇長は 12km，扇面は 125knlの規模となる.調査

地域は扇頂から数回以内に位置している.

調査はなお継続中であるが，これまでに，とくに宇治

丘段南部において，大紋層群の堆積相を明らかにし扇

状地が形成される以前に存在した沼沢地から機質網状河

川をへて，シートブラッドの卓越するミッドファンに至

るというローブシークエンスの詳細をつかむことができ

た本論ではこれについて論じるとともに，口一ブが移

動することによって扇状地が形成されていくモデルを提

案する.

立 地質概説

宇治丘陵においては大阪層群は南東と北東を中・古生

界基盤岩類に挟まれて扇形に分布し， NW-SE走rcヨで1/

10程度で SWに傾斜している(第 2，3図).また，基

盤岩類は周辺山地だけでなく，扇状地内部に哩没山国と

して京都福田砂利採取場，長池演習場，長池工業砂利採

取場などに小露出しており，第 2. 3図にも明らかなよ

うに，大阪層群の堆積は基盤の小山地を埋積して始まっ

ている.

基盤岩類は主に頁岩，ホルンフェルス，弱熱変成

チャー卜よりなる.

宇治丘駿の大阪層群はこれまで下位より，青谷粘土・

蝶層，明星ケ原砂層，城陽蝶層1，長谷粘土層，城陽蝶

層11，宇治砂磯層に区分されているが(中)11・横山， 1975 

;石田ほか， 1982)，城陽磯層立はさまざまな岩相を一括

したものであり，下部，中部， 上部に細分できる(第

4， 5図).宇治砂蝶層は石田ほか (1982)では，宇治丘

陵北部では城陽磯窟立に整合に重なり，基底付近に海成

粘土層をはさむとされている. しかし本調査地域の宇

治丘陵南部では下位層を不整合におおっており(中川 1，
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1980 MS)，筆者らの調査でもそのことを確認している

ので，本論では扱わない.

調査地域は粗粒堆積物が主であるため京阪奈丘陵と比

べ火山灰層は少ないが，青谷粘土・蝶層最上部と明星ケ

原砂層中部には白色細粒火山灰層がはさまれている.後

者は京阪奈丘陵南部に分布する普賢寺火山灰届(泉南地

域の福田火山灰窟)に対比される(市原ほか， 1991).調

査地域に分布する地層の上限は，火山灰層による対比は

できないが，隣接地域の地質や厚さなどを考慮すれば，

海成粘土層を頻繁に挟む大阪層群下部の t半部よりも明

らかに下位の層準になる.このようなことから，本地域

の各層はおおむね大阪層群最下部の最 t部から大阪層群

下部の下半部を含んでいるものと考えられる.

盟 各層の特徴

A 膏谷粘土・磯層

基盤岩類にアバットし，調査地域の東部にわずかに分

布.層惇は 50m以上

粘土層が上部にはさまれるほかは全体として角磯騒が

卓越する.

基盤岩額にアパットする所では，本層は著しく角ばっ

た，極めて淘汰の悪い無秩序な角磯層からなり，一部で

は粘土化が進行している.砂層，粘土層は挟まれない.

新鮮な牒は極めて角ばっており，円磨のあとが見られな

い.機種は隣接する基盤岩類からもたらされたホルン

ブェルス化した白色や黒色のチャートに隈定される.本

層の大部分を占めるのは砂およびシルトの薄簡を挟む淘

汰の悪い中磯サイズの角磯層であり，不明瞭ではあるが

11届数 10cm深さ数 10cm~幅 10 数m深さ 2m 程度のトラフ

型斜交層理が発達する.逆級化構造をもたない.

上部は粘土層を主とし，角磯層が挟まれる.粘土層

は，厚さ数 10cmから 2m程度で，青灰色で湖汰が悪

く，数rnrn~数cmの角磯まじりであることがおおい.西方

にこの粘土層は摩くなり，地点 6，7， 8付近で、は数mか

ら10数mlこ達する(第 5園).これらの粘土層には，か

なり泥炭質なチャネル埋積状の暗褐色粘土層が挟まれて

おり，材化石や球果化石を多産するほか，直立した樹幹

や樹根も見られる.粘土層中に挟まれるかそれと互層を

なして産出する角磯層には，級化構造が明瞭なものと，

級化せず不明瞭な斜交層理を示すタイプとがある.前者

は摩さ数 10cmで， 2~3cmの大きの角磯からなる基底部

から材化石を含む粘土層に級化する事が多い.

一般に蝶は極めて角ばっていて，離種も限定されてい

る.すなわち，黒色および白色チャートが 70%以上を

占め，残りのほとんどすべてが頁岩およびホルンフェル
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ス擦である.まれに，湖東流紋岩起源と考えられる酸性

火山岩類が含まれている.

日明星ケ原砂層

調査地域の東部から南部に広く分布し層厚は 10，，-

30m. 

主として，中粒砂層，細磯まじり中粒~粗粒砂層，細

蝶~中醸サイズの亜円磯層からなり， しばしば，シルト

細粒砂による薄互層をはさむ. これらは一般に，厚さ数

m，，-10数mの上方に細粒化するシークエンスをなす.

砂磯層や中粒砂層にはさまざまなスケールのトラフ型斜

交層理が発達するが，一般にシークエンスの上方ほど規

模が小さくなる.シークエンスの最上位は厚さ数cffi，，-10

Cffiのシルトと細粒砂の薄互愚からなり，幅数 10m厚さ

1 '"'-'2mのレンズ状をなしている.また，薄互層は上位

ほどシルト層の割合が多くなる. このような互層中の細

粒砂には逆級化層理(増田・伊勢屋， 1985)を示すもの

がある.

本層の下部には幅 100m深さ 10数m規模のチャネル

構造が明瞭に観察されることがある(第 6鴎).チャネ

ルを充填している土産積物は上方細粒化シークエンスを示

し基底にラグ堆積物を伴い，上方に砂磯層，中粒砂

層，砂シルト互層へと移り変わっていく.ラグ堆積物の

大阪FE段丘沖積層

十
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1十 r

111111111111111111 大阪層群上部 b十、ふ

/十十三1 ・:.Jい
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第 1図 宇治丘陵および周辺地域の第四系地質概念図(市原ほか， 1991による) • 
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第2図 宇治丘陵の大阪層群地質図(京都地学連絡協議会の原図に基づき，横山ほか 1975 中川し1980MSに一部加
(1)段丘堆積物， (2)宇治砂磯層， (3)城陽磯層 TI，(4)城陽磯層 1， (5)明星ケ原砂層， (6)青谷粘土・

(7)中・古生界基盤岩類， (8)断層.図中の×印は基盤岩類の露出を示す.

A A' 

一一150
円、

第 3~ 宇治丘陵南部の大阪層群地質断面図.凡例は第 2図に同じ.
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礁のサイズは下位の明星ケ原砂層のそれよりも大きい

が，磯種，円磨度ともに明展ケ原砂層とは大きな差はみ

られない.

D 長谷粘土層

調査地域の南西部に分布する.中)11・横山 (1975)は

本層を厚さ数mの粘土層としているが，本層は下位の城

陽磯層 Iの砂磯層から砂および砂シルト互}曹をへて青灰

色粘土層に至る上方細粒化シークエンスをなしている.

城陽磯層 Iとの区分は将来の問題として残し，ここで

は，便宜上これらを含めて記述する.

第 7図に示すように，城陽蝶層 I最上部の亜円蝶層の

上位には，セット厚 10数cmのトラフ型および平面型斜

交層理の発達した磯まじりの中粒砂層が重なり，上位に

カレントリップルをもっ中粒砂層に移化する.このさら

に上位には，平行葉理細粒砂層，生物議乱によって極め

て不規則に乱されたシルト細粒砂薄互層 10数枚の逆

級化層理，などが重なり 3.........4mの塊状の青灰色粘土

層へと変化する.

逆級化層理は数cmから 20cm程度の厚さで，基底部数

cmの粘土から上方に次第に粗粒になり，薄い層理では細

粒砂，厚い層理では中粒砂で終了する.また，パイプ状

やもやもやとした不規則な形の生物擾乱を多く受けてい

る.最上位の青灰色粘土層も小根を多く含み，生物擾乱

が多い.

宇治丘陵における前期更新世扇状地の形成過程

厚さは個々のラグ磯と同じかその数倍程度である.ラグ

礁は下位のシークエンスに由来するシルトのクラストの

場合と，すぐ近くの基盤山地に由来する極めて角ばった

ホルンフェルス化したチャート醸の場合とがあるが，い

ずれも数cmから数 10cmの大きさである.留に見られる

ように，チャネルは東西性であり，チャネル充損堆積物

は何回もの浸食面を挟んで側方に付加しており，段階的

に流路が移動したことを示している.付加の方向はおお

むね東西方向で一定している.

下位の青谷粘土・磯層と比べ，磯の円磨度がよく，磯

種も豊富である.すなわち，チャート磯が 70%近くを

占めるのは同様であるが，黒色，白色に加えて赤色，褐

色のものが目立つようになるほか，砕屑岩類，酸性火山

岩類，花開岩類，珪質片岩類，脈状石英類などが，それ

ぞれ数%.........10数%合まれる.

c城陽磯層 I

調査地域中央部に広く分布し層厚は 20.........30m.

磯層，砂磯層，粗粒砂層のくりかえしからなり，まれ

に小規模なレンズ状シルト層をはさむことがある.磯層

および砂蝶層は膨縮しながらよく連続し，幅数m，深さ

数 10cm.........1mのトラフ型斜交層理あるいはセット厚 1......... 

数mの平面型斜交層理が発達する.また，粗粒砂層は醸

層や砂磯層上面の膨縮による凹凸を埋めて堆積してい

る.

岩相

シルトの薄層を多く挟む砂礎層.
上方縮粒化シークエンスのくり返し

礎層，砂礎層，粗粒砂層のくり返し.

トラフ型・平面型斜交層理発達.

シルトの薄層を多く按む砂磯層.

上方紹粒化シークエンスのくり返しチャネル構造.

総合柱状図 |膳厚

己~~.:?;こJケらヰ

王手持~ミ斗ι;・>.1

主主込ど1 3 0 

層序区分

上部城

中部
揚

下大

磯

層

連続性のよいシルト層.直下に逆級化層理帯を伴う

醗層，砂醸層，粗粒砂層のくり返し

トラフ型・平面型斜交層理発達.

4 

下部
E 部

阪

麗

シルトの薄患を多く挟む砂礎層.北東部では中粒砂層.

上方細粒化シークエンスのくり返しチャネル構造.

明星ケ原
砂層 30 

5 0 

調汰の悪い角礎層を主とする.

上部では淘汰の悪い粘土層に角礎層が挟まれる.

最上部に材化石を多産する粘土層.

青谷粘土・
礎層

最

下

部

群

宇治丘陵南部の大阪層群の層序と岩相.
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E 城陽礎層 H下部

調査地域西部に分布，層厚は約 20m.

シルトの薄層をしばしば挟在する.砂質磯層と中粒~

粗粒砂層よりなり，数回の上方細粒化シークエンスを示

す.砂磯層や中粒砂層にはさまざまなスケールのトラフ

型斜交層理が発達するが，一般にシークエンスの上方ほ

ど規模が小さくなる.

地点 2の本層下部の砂磯層にはしばしば幅 100m深さ

10数m程度のチャネル構造が明瞭に観察される(第 8

図).チャネルを充填している堆積物は，基底にラグ堆

積物を伴い.上方に砂磯層，中粒砂層，砂シルト互属へ

と移り変わって側方に付加している.ラグ堆積物は下位

のシークエンスに由来するシルトのクラストからなる.

ここでは，このようなチャネル充填堆積物がほぼ直交す

る断面で観察され，第 8鴎に示したようなチャネル内で

の堆積物の付加方向が復元できる.

礁のサイズ，操種とも下位の城陽磯層 Iと大差はみら

れない.

F 城陽機層立中部

調査地域間部に分布.層摩は約 80m.

操罵，砂磯窟，組粒砂層のくりかえしからなり，機質

部は膨縮しながらよく連続する.全体に粗粒相が卓越

し細粒砂~シルト層は挟まれない.磯層および砂磯層

にはi福数m，深さ数 10cffi，，-，l mのトラフ型斜交層理ある

いはセット摩 1，，-，数mの平面型斜交層理が発達する.明

城陽磯層E下部
堆積相 4

N 

巨ヨ2 3 

屋ケ原砂層や城陽磯層H下部とくらべ，マトリックスが

少なく礁の比率が高い.組粒砂層は操層や砂磯層上面の

膨縮による凹凸を埋めて堆積している.

醸のサイズは下位のどの層よりも大きく，まれに大磯

サイズになることもあるが，磯種組成は城陽醸層1，城

陽磯層E下部と大差はみられない.

G. 城陽磯層 H上部

調査地域の西部にわずかに分布し，宇治砂磯層に不整

合におおわれる.闇厚は 40m以上.

細粒砂シルトの薄互層をはさむ中粒~粗粒砂題，砂醸

層よりなり，数回の上方細粒化シークエンスを示す(第

9図).砂磯層や中粒砂愚にはさまざまなスケールのト

ラフ型および平面型斜交層理が発達するが， 一自慢にシー

クエンスの上方ほど規模は小さい.明星ケ原砂崩や城陽

磯層H下部に比ベチャネル構造は不明瞭であるが，側方

に付加する上方細粒化シークエンスが観察される.

機密は城陽蝶層E下部と間程度であり， I喋種組成にも

変化はみられない.

lV 堆穣相

調査地域の青谷粘土・機層から城陽機層E上部までの

堆積物には，厚さ数m"-'数 10mの露頭規模で 6種類の

堆積相が識別され，それらを堆積相 1，，-，6と呼ぶ. ここ

でいう堆積相とは単層レベルで認定される個々の堆積相

の集合体(組み合わせ)として，ある種の環境を表すも

S 

-100m 

50 

三石1IIIIIt

。 19Om し。
4 1'>:15 庄田6

第 6図 長池工業砂利採取場(地点 7)の露頭スケッチ.標高 45m以下はボーリング資料(石黒ほか， 1985MS)にもと

づいて推定.(1)粘土層， (2)挟在する粘土窟およびシルト細粒砂薄互層， (3)砂層， (4)磯層， (5)角l深層， (6)中

・古生界基盤岩類.

( 63 ) 
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のである.

A 堆積相 1.

青谷粘土・磯層が基盤岩類にアバットする部分に見ら

れる無層理角操層の堆積相である.新鮮な礁には円磨の

跡が見られないこと，逆級化その他の堆積構造は見られ

-6 -1 ?，|堆輔造|生物療乱

5-

4-

『
M

2-

特徴

;; 
I 1 
I 1 ~ 

堆
積
相

生物擾乱著しい 6 
初生的にはシルトから始まり. I 
紹粒砂に至る逆級イヒ層理. 1 
綴粒砂堆積時にシルトがi5Lされ，

さらにその後の生物活動により

不規則に乱される.

構成物の違い(黒い粒子)

による平行楽理発達

{浸食iiiD
淘汰惑い. ~~い平行業理. リ 2

カレントリップル薬理J-'目立

淘汰の悪い細粒~粗粒砂の 積
不明擦な斜交扇理 相
平面愛斜交層理発達 C 

(N300W. 250 s W) U 

細擦を含む緩粒砂 l 
平面裂斜交層理発達. 。
上方lこ規機大きくなる. 山

セット厚 10-15cm. 6セット確認.
セットの下底は獲さ 2-5mmの
細粒砂.

縮E撃を含む粗校砂.
ゆるく傾斜する斜交溺濠
径 5-10mmの小礁によるラミナ

(N200
W. 100 s W) 

径 2-3cmの亜円様層
斜交層建発達

第 7園 長谷粘土層および直下の上方細粒化シークエン

スの柱状図(地点 5). tr..側数字の単位はm.

およそ 5mより上位が青灰塊状粘土層.

堆
積
相

5

ず無秩序であること，砂層や泥層を挟まないことなど、か

らみて，土石流堆積物はあってもわずかで，大部分は小

規模な崩壊の継続によって基盤岩山地のふもとに形成さ

れた崖錐堆積物と考えられる.粘土化部分は風化土壌で

ある可能性がある.

B 堆積相 2.

青谷粘土・磯層の大部分を占める淘汰の悪い中磯サイ

ズの角磯層の示す堆積相である.

磯の種類が基盤岩類に酷似していること，角磯である

こと，淘汰が悪いこと，砂およびシルトの薄属を挟むこ

と，不明瞭なトラフ型斜交層理が発達することなどを合

わせてみれば，限定された小さな水系のもとで，山地の

出口に形成された小規模な扇状地堆積物あるいはアルビ

アルコーン堆積物と考えられる.

C.堆積相 3.

青谷粘土・機}霞上部に卓越する粘土属と機質堆積物の

堆積相である.

粘土層は沼沢地堆積物と考えられる，やや泥炭質な粘

土層は，樹木が繁茂できるが，洪水の際にはそれが押し

流され，水流の弱いところに集められるといった環境に

あったと推定される.級化}欝理操層は滞水域に流入した

角磯を伴う密度の高い流れが，エネルギーの減衰時に級

化構造を形成したもので、あろう.機種や円磨度から，堆

積相 2と同様に流域は限定されており，また水域も小さ

いと考えられる.

D 堆積相 4.

明星ケ原砂層，城陽蝶層H下部，城陽磯層H上部に見

られる， しばしばシルト層やシルト細粒砂薄互騒を挟む

砂層および砂磯層の堆積相である.

本相の砂磯層や砂層は，主流路が蛇行しつつも，その

改廃や移動が激しいために全体として網状ノfターンをな

した河川系の堆積物であり，上方細粒化シークエンスは

流路が次々と移動し放棄されていく事によって形成さ

れたものと考えられる.すなわち，網状河川内の活動的

な流路において砂磯層がポイントパーその他各種のバー

を形成する.その後チャネルが放棄されつつある過程

で，以前より営力の小さくなった流れによって，磯質

ノ〈ーの側方や上方に砂質堆積物がパーを形成する.そし

て，完全に放棄された後，洪水時に活動的な別の流路か

らあふれでた細粒物によって砂シルト薄互層が堆積した

と考えられる.逆級化層理は後背湿地，放棄流路，自然

堤防上などに特徴的な示相堆積構造とされている(増田

.伊勢屋， 1985).後で述べる堆積相 6の逆級化層理より

も不明瞭であることが多く，産出状況からみて，放棄流

路に形成された逆級化層理であることは明らかである.

( 64 ) 
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以上述べたように，本堆積相の大部分はある種の網状

河川成と考えられるが，本堆積相に見られるチャネルは

明星ケ原砂層や城陽磯層E下部では，大きなものでは幅

100m.深さ 10m程度もあり，これは網状河川が作る

チャネルとしてはあり得ないほど，幅にたいして水深が

大きく，蛇行河川!としてもかなり深い. このことは古瀬

田川がこの相の堆積場より上流側で貫入蛇行河川をなし

ており，これが平地にでたばかりで河川断面形をほとん

ど失っていないのだと考えれば説明される.チャネル充

城陽磯層立中部
堆積相5

城陽磯層E下部
堆積相4

Y←ー

城陽磯層E中部 X←ー

堆積相5

城陽磯層 H下部
堆積棺4

長谷粘土層
堆穣相 6

損堆積物は何回もの浸食面を挟みながら側方に付加して

おり，蛇行した流路が段階的に側方に移動したことによ

るポイントパー堆積物と考えられる.付加の方向はチャ

ネルによる違いが少ない場合と

ケ原砂層の基底に近い層準，第 6図)，チャネル毎に大

きく異なる場合(城陽磯層H下部，第 8図)がある.後

者の方がより網状の河川系をなしていたと考えられる.

E 堆穣相 5.

城陽磯層 Iや城陽蝶!畜H中部に発達する砂磯層の卓越

一一→ Z

一一→ Y

100m 

第8図 城陽磯層E下部，中部の露頭スケッチ(地点 2).右と図中の A，B， Cは，チャネル構造から復元される蛇行

流路を示す.スケッチの凡例は第 6閣に同じ.

宇治砂磯層主主主

城陽醸層E

上部

堆穣相4

第 9図城陽磯層E上部の露頭スケッチ(地点 1)凡例は第 6図に同じ.
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する堆積相であり，扇状地のインターセクションポイン

トのすぐ下流側(ミッドファン)で普遍的に見られるよ

うな，主にシートフラッドによる堆積物と考えられる.

すなわち，砂傑層中にシルト層が挟まれないことや堆積

相 4のようなチャネル構造が見られないことは，一定期

開安定した活動的な流路と放棄流路の区別がなく，磯層

はより広範囲にわたるシート状の流れによって形成され

たことを意味している.砂磯層の膨縮やトラフ型および

平面型斜交層理の発達は，シートブラッドによってトラ

ンスパースバーやロンギテューディナルパーからなる鱗

状砂州が形成され，堆積と浸食を繰り返したことを示し

ている. シートブラッドの営力の低下とともに砂磯層の

作ったベッドフォームの凹地を理積して粗粒砂層が堆積

した. この意味で，シートブラッド堆積物とは扇状地

ロープのほぼ全|屈を覆うような幅広い網状河川の堆積物

とも言える.

F 堆積棺 6.

この堆積相は，城陽磯層 Iの最上部から長谷粘土層に

至る摩さ 6，.....，.，8mの上方細粒化シークエンスによって代

表される.そのうち，下半部を堆積相 6-2，上半部を堆

積相 6-1とする.

既に述べたように，逆級化層理は後背湿地，放棄流

路，岳然、堤防上などに特徴的な洪水堆積物の示相堆積構

造(増田・伊勢屋， 1985)であるが，堆積相 6-1のそれ

は堆積相 4に見られる逆級化層理と異なり，かなりの広

がりをもっており，放棄流路よりも大きなオーダーすな

わち幅 1，.....，.，2kmの後背湿地に堆積したものと考えられ

る. シークエンス最上部の粘土層(長谷粘土層)は洪水

の影響のほとんどない後背波地の極めて浅い滞水域の堆

積物と考えられる.

堆積相 6を構成する上方細粒化シークエンスはシート

フラッドの場から後背極地をへてさらに浅い湿地帯へと

環境が移り変わったことを示している. したがって，こ

のシークエンス下半部の堆積相 6-2は自然堤防堆積物で

ある可能性がある.

V 堆積相の垂直変化と扇状地の形成過程

青谷粘土・磯層はその基底の堆積相 lから堆積相 2を

へて堆積相 3に至る垂直変化を示す.明星ケ原砂!畜から

長谷粘土層へは堆積相 4.5. 6と移り変わる. このよう

な堆積相の垂睦的変化と各堆積相の示す環境とから，次

のような扇状地の形成過程が考えられる.

扇状地の形成以前

大阪層群堆積盆地の形成初期には限定された小さな水

系によって，小規模な扇状地あるいはアルビアルコーン

というべき扇形の地形が各所に形成されて，基盤山地の

凹凸を埋積した.青谷粘土・蝶層堆積期末期には現在の

宇治丘陵南部地域には沼沢地が広がり，ときおり，滞水

域に周囲の斜面から角磯が崩れ落ち，また，渓谷よりは

洪水流も流入した.沼沢地は次第に浅くなり，樹木も繁

茂しうる環境へと変化した.

2 古瀬田JIIの流入と扇状地ロープの発達

明星ケ原砂層堆積期になると流域は拡大し古琵琶湖

層群の堆積盆と速なる一連の河川系が出現し沼沢地に

大きな河川が流入した.山間部から平地に出たばかりの

この河川は，所によっては 10mほども青谷粘土・磯窟

の堆積面を掘り込みながら，堆積相 4の砂磯閣を堆積さ

せた.初期の河川|は埋積させた沼沢地のよを流れてお

り，河川勾配がまだ大きくはなかったたため，蛇行する

流路も形成された. この点では l本の河川(大流路)

でいうならば，いわば下流的な状況にあった. しかし

水流の浸食，砕屑運搬エネルギーも大きいため流路の移

動，変換も激しく，河川系金体としては始めから網状を

なしていたのであろう O

堆積が進むにつれて河川勾配はしだいに増加してい

き，蛇行する深いチャネルがもはや存在し得ない，幅広

いパーやトラフの発達する網状河川系になっていったと

推定される.その後，さらに堆積が進行した結果，河川

勾配はますま急になり，堆積域の性格はミッドファン的

なものへ移行し，シートブラッドが卓越していった.

( 66 ) 

3.麗状地ロープの放棄

堆積相 5から 6への変化は直接的には粗粒堆積物がも

たらされなくなったためであるが，その原因としては大

規模に河道と扇状地ロープ形成場が移動したと考えるこ

とで説明される.すなわち，次第に勾配を強めていった

それまでの扇状地ロープはある時点で，インターセク

ションポイントの上流側(扇頂付近)で河道が大きく流

路変更することによって放棄された.その結果，かつて

のローブにはしばらくは洪水特に溢れ出た細粒物がもた

らされていたが，ついには浅い湿地帯となり，厚い粘土

が堆積した.

このようなローブの移動には，気候変動，あるいはテ

クトニクスによる砕屑供給量の変化，あるいは海水面変

動などが関与しているかもしれないが，今のところそれ

を示す証拠を得ていない.下流但IJでの地殻変動など，何

らかの原因で大きな水域や湖盆が出現したとしても，そ

れだけでは堆積相 5から堆積相 6-2をへて堆積相 6-1へ

の変化は説明できにくいと思われる. このようなことが

なくとも，堆撞による弱状地ロープの発達が進んだため

に，それ以上の上方積載が地形的に不能になれば，河道
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がより低所を求めて移動するはずである.ともあれ，堆

積相 5から堆積相 6-2をへて堆積相 6-1に変る変化は扇

状地におけるロープの放棄を意味していると考えられ

る. このようにして発達した調査地域最初の扇状地ロー

ブをローブ iと呼ぶ.

4 新しいロープの形成と発達

ロープ lが放棄された後，宇治丘陵の他の場所，おそ

らく宇治丘陵の北部，で新しいロープが形成され発達し

て行った(ロープ 11)，その後これが放棄されると，

ロープ形成場は宇治丘陵南部(調査地域)に戻って来た

(ロープ亜)，戻って来た当初のj可JIIは，青谷粘土・磯

層上部の粘土!習を堆積させた沼沢地に流入した最初の河

川によく似た状態で，明星ケ原砂躍と類似した堆積相 4

のチャネル充填堆積物を伴う砂磯層を堆積させて行っ

た.そして，このロープも次第に発達して行った結果，

シートブラッドを主とする砂磯窟(堆積相 5，城陽蝶層

E中部)が卓越するようになり，やがては放棄された

ロープ盟においてはチャネルの流路変化がロープ Iより

激しく，また，そのシークエンスにおいて堆積相 6が欠

如しているが，基本的には同様の垂直変化と見なされ

る.ローブごとのシークエンスの違いは今後さらに詳し

く検討されるべき課題であるが，上流側の地形の違い，

すなわち後のロープ形成時には扇状地がかなりの程度形

成されていたこと，あるいは河川の水量や砕屑物の量の

違いなどが関与していると考えられる.

ロープEが放棄された後，ロープIVが形成されたが，

調査地域ではロープシークエンスの下半部(城陽傑層H

上部，堆積相 4)のみが観察される. ロープ町全体の形

!議序区分

成場所は明らかでないが，扇状地ローブ形成の一般的傾

向を考えれば，ローブ圃と一部重なり，全体としてこれ

までのローブより少し下流側に移ったことが想定され

る.

以上のことから，宇治丘陵南部における扇状地の形成

過程は第 10協のようにまとめられる.

U まとめと今後の課題

調査地域の第四系は大阪層群最下部の最上部から

下部の下半部に対比される砂磯層・機層・砂層からな

り，岩相の違~\から，青谷粘土・磯層，明星ケ原砂層，

城陽磯層I，長谷粘土層，城陽磯層E下部，中部，上部

に細分される.

2 大阪!畜群の扇状地内部には，青谷粘土・繰層堆積

期を通じて基盤岩類の理没山頂が存在したが，これらは

でに完全に;理積された.

3，調査地域の堆積物は青谷粘土・磯層で 3種類の堆

積栢(堆積相 1---3)，明星ケ原砂層より上位の各層で 3

種類の堆積相(堆積相 4---6)を示している.

堆積柏 1は崖錐堆積物，堆積相 2は山麓小扇状地ある

いはアルピアルコーン堆積物，堆積相 3は沼沢地堆積物

と認定される.さらに，堆積椙 4は一部に流路変化の激

しい蛇行河川堆積物を含む網状河川堆積物，堆積杷 5は

ミッドファンにおけるシートフラッド堆積物，堆積相 6

は後背湿地堆積物と考えられる.

4 青谷粘土・蝶庸では下位よりJI損に堆積相 1から 3

へと変化する.それに対して，明星ケ原砂層より上位の

各層では堆積相 4，5などの堆積棺がくりかえす，最も

川上部 i主主 γ"1 4 1側新し山一ブの蹴原始

ロープの放棄
陽

大|下l 中部
篠

I.:if全弓モヲ;t乞伝子:.1 11源|ローブの発達

腐 ト一一一

阪|部日 I:~':':':.~~JJ込~イ
• "0・司，咽‘・ ， ， υ 新い、ロープの形成開始

4 1 6 立 扇状地ロープ大きく移動
ト一一一一

城陽鶴居 r Hーム-汗J朽F吟討h字8ヤ~で';1 201 5 1 J川¥ト ロ プE形成完了・放棄
層 1 1 1: 扇状地ロープの発達

明星ケ原 '.，.'; ・・・・::.:.:.:.~ 推定される扇状地ロープの位援
砂層 0 ・・ ・ ，. ，ュ':.::.，:21301 4 

一3一一 古瀬田川の流入. 扇状地ロープ形成開始

~谷粘土 問 111~4顎111 50
1 岬

下部 磯層 50 I 2 プレ古瀬関川の小河川

第10図 宇治丘陵南部の前期更新世扇状地の形成過程. ・復元図の範囲は第 2留に同じ.各ロープの範囲はおおむね

ミッドファンの範囲をあらわしており，ローアーファンはさらにこの外側に広がっていると考えられる.

( 67 ) 
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典型的な堆積相の垂直変化は堆積相 4，5， 6が)1国に重な

るというもので，調査地域西部において明星ケ原砂層基

底から長谷粘土層上面までの厚さ 50mのシークエンス

をなしている.

5 このようなシークエンスは，山間盆地の山際の複

合扇状地における小扇状地ロープの形成が，i帯水域への

河川の流入により始まり，急速に発達し，次いで放棄さ

れるという過程を反映していると考えられる.

6 堆積相とその垂直変化から，調査地域における扇

状地の形成過程は第 10図のようにまとめられる.

扇状地あるいは砂磯質網状河川系の堆積物については

多くの研究がなされているが(たとえば， Collinson 

and Lewin. 1983 Kochel and Johnson. 1984 

Reading， 1986 Reineck and Singh， 1980)， 1つの

扇状地の発達過程と堆積相変化を扱ったものは少ない.

本研究は山間水域への河川流入に始まる扇状地形成の全

過程を解析したものであり，その発達モデル提出の可能

性を示した点で意義がある.

なお，本論では，扇状地が堆積ロープを次々と移動さ

せることによって発達するというモデルをも合わせて提

案しているが，このモデルについてはなお資料不足の点

もあり，今後さらに検討を深めていきたいと考えてい

る.

謝辞本研究を進めるにあったて，山城郷土資料館の

橋本清一氏からは調査地域の層序区分について御教示い

ただいた.大阪大学増田富士雄氏，千葉大学伊藤慎氏

にはフィールドを見ていただき，逆級化層理やローブの

理念について御教示いただいた.また，堆積学研究会現

地討論会や地学団体研究会総会巡検では茨城大学牧野泰

彦氏，和歌山大学久富邦彦氏をはじめ多くの方々から貴

重な御意見や御助言をいただいた.

長池工業浅井 明氏からは未公表ボーリング資料を提

供していただいた.また，砂手IJ採取場および演習場立ち

入りにあたっては近畿砂利協同組合市平源六氏をはじめ

各事業所の各位，ならびに大久保駐屯地業務隊小田敏明

氏にご協力をいただいた.以上の方々に摩くお礼を申し

上げる.
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